



昭和52年 3 月 18 日
年々去来の花を忘れず
「年々去来の花を忘れず」は． わたしの，恩師久松潜
ー先生が， その御生前， わたしのためにと‘ 色紙に書
















の態， 手盛りの振舞， 年寄りての風体， この時分時分
の， おのれと身にありし風体を， みな当芸に一度に持
つ事なり。」と言い， また， 「ある時は児・ 若族の能か
と見え， ある時は年盛りの為手かと覚え‘ または， い




























































まった。 卒業時の1934年ともなれば． 何かにつけ 「非
常時」の声がかかり， 平常の姿は次第に消えていった口
国際的孤立は深まり， ヒットラーが第一線に登場して
くるのも， その頃だ。 それに． やがて私たちを驚かす












































経済学部長 新 田 隆 信









































































































































































































































































聞かせている． 先哲の 「邪見騒慢悪衆生． 信楽受持甚
お
も
以難」のこころを憶わずにはおられない。（ 昭和52年 2 月
1 0日・春寒好日）
退官の思い出
教育学部教授 丸 山 豊
私は昭和十八 年の戦争中に． 富山師範学校に着任し

































たことと言えば． いつも 5 月の連休には学生と共に新
緑のけぷる妙高高原や野尻湖や奥能登のスケッチに歩




















































化した学生。 こんな学生の姿を比較しただけでも＇ 28 
年間の心的変化の大きさがわかるD
教える側の変化は， 学生のように集団的表面化しな



















































妻を亡くし， それから暫くの聞この地 を 去りたいと幾
度思ったことか。しかし 2 年前， 今の妻と， その富山
弁に引かれて， 2 度の結婚をしてからは， そんな気持
T o y a m a v o n A b s c h i e d 
Dr. Eberhard, Scheiffele 
Ni ch七 so schon bis七 du zwar, Toyama, wie Kyo七o, die Dame: 
Viel umschw忌rm七， wie sie is七， und von allen verehr七，
L忌chel七e mlide sie nur, wenn einer ihr dank七e , sie priese; 
Dich, Toyama, jedoch freu das gespendeセe Lob! 
Frisches, unbefangenes M忌dchen, du wirs七 auch den Dank nich七
Des Europ忌ers verschmahn, bis七 weder launisch noch sprδd. 
Wie dein G e w a n d dir doch s七eh七， die Reisfelder, die dich umgeben, 
Wenn sie e i n Glasmosaik sind, un七er Wasser, im Mai, 
Wenn sie zu fe s七lichem, sam七ener『l Gr包n dann verzauber七der Sommer, 
Wenn selbs七 die nlich七erne See zierlich mi七Spi七zen sie saum七l
Ta七eyama, der Heilige Berg, is七 S 七i r n dir, wenn win七ers
Wie der Seligen Land schimmer七sein weiBes Gefild. 
Sah in dein H e r z ich, das unverschlossene, 七忌七ige Wesen 
Deiner Bi.irger? Es ha七， denk ich, sich mir offenbar七！
Kennen lern七e ich deinen G e i s 七 in der Hochschule und die 
Manen Lafcadio Hearns in der Biblio七hek.
Deine G e d a n k e n, Toyama, und deine Empfindungen, Traume, 
Was auch imrner du denks七， Lehrende, Lernende sind ’s, 
Professoren, S七udenten, die zum T〕enken mich reg七en und Reden, 
’Frohlicher Wissenschaf七’， an, auch 司 verschwiegen sei ’s nich七！ -
Zu des Weini:i;o七七es Diens七， dessen heiligen Namen zu nennen, 
Leider die Scheu mir verwehr七und des Pen七ame七ers MaB! 
Freudig zwar moch七 ich mich nahn der er・habenen Kaiserin Kyo七o;
I〕enk ich des Abschieds jedoch, s七ich七mir die Wehmu七ins Herz. 
Auch an der Herrscherin Hof will ich deiner gedenken, Toyama! 















































































































ポリスによるものである事に気付き， 2 度 び、っくりし



































え持って行けば 1 週間位で どんな複雑な装置でも作っ
































ナ平の雪質 は富山と違いサラサラの上質 ， 歩く
だけでも感じの違いがよくわかる。
本日は乗物疲れもあって， 夜は1佃寺に消燈後
すぐに就寝。 ( 7 班）
1 月8日（土）
今日からいよいよスキー講習会。生憎の雪で
少し寒い。 体操， キ ックターン， プルークボー
ゲン···e tc. 。
「少しゃったことがある』とおっしゃっていた
















1 月1 0日（ 月）
























理事 会においで， 本規約の一部が改正され， 従来医療
費総額の 3割から， 初診料及び家族療養付加金を控除


















期 日 昭和51年11月27日（土） ・28日（ 日） 1 泊2 日
場 所 石川県羽咋市柴垣町 国立能登青年の家
研修生 体育会役員及 び運動部リーダーの学生80名




































体育会のみなさんの労を稿（ ねぎら） うと共に， 厚くわ





学生部長 岩 淵 富 治
文理学部 教 授 堀 恵令 司
教育学部 。 大 塚 一
経済学部 講 師 坂 口 正 志
薬学部 助教授 宮 原 龍 郎
工 学 部 教 授 沢 畠 恭
教 養 部 。 大 谷 重 彦
